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９月２２日(日)「東和棚田のんびり Run」が、東和温泉を発着点に盛大に開

催されました。2 回目となる今大会には 108 人がエントリー。地元スタッフ

や、ボランティアの皆さんも多数参加しました。東和作戦会議では、各エイド

に強力な助っ人を用意し、参加したランナーのみなさんが楽しく走れるよう

協力しました。同じ日、道の駅とうわでは、愛吹
まなぶき

美装
び そ う

主催の「愛吹文化祭」が

行われ、大会を盛り上げました。 東和作戦会議では、この会場内に販売ブ

ースを確保し「東和のお土産品開発ワークショップ」で検討してきた「東和棚

田 Run セット」のお試し販売を実施し、感触を探りました。 
 

 

「棚田 Run セット」に使う「稲穂付タグ」の

準備中。タグに付ける稲穂は、代表理事薄

衣忠孝さん宅の取れたての稲穂です。 

販売ブースには、なんぶ平野農園の「リンゴジュース」や、小田

農園の「合鴨農法米」。たかすどう産土農産加工の「みょうが」や

「きゅうり」のミニパック漬物が並びました。 

お試し販売２９個販売 

予想をはるかに超え、

かなりの苦戦！棚田 Run

に参加された皆さんのご

購入分を入れて、売れた

のは２９個。 

台風１７号が温帯低気

圧に変わって通過中のこ

の日。美人の売り子が愛

嬌を振りまいても販売実

績は伸び悩み。 

原因は、天候に恵まれ

なかったこと。思ったほ

ど町外のお客様が多くな

かったことなど。１０月

の「土澤アートクラフト

フェア」に向け、もうひ

と工夫必要。 

急きょ販売員をつとめてくれた「しーちゃん」

（写真左端） 

と「シャリ―アちゃん」(写真右から二人目) 

どちらも小学校の先生です。 

「愛吹文化祭」は内容が充実していて郷

土愛にあふれる内容でした。 
棚田 Runセット ￥1000 

・ジョナっ娘(佐藤製菓) 

・とうわ焼き(佐藤製菓) 

・うんめえ家族 

（たかすどう産土農産物加工） 

・ねぎみそせんべい(佐々長) 

・ピーマンみそ 

(たかすどう産土農産物加工) 

※こびりかご入り。 

棚田 Run セットはどうでしたか？ 
 

・東和らしく素朴で良い 

・ジョナっ娘美味しい。 

・どこで売っていたの？ 

・買いたかった。 

・タグが可愛い 
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「愛吹文化祭」に協賛して、東和総合サービス公社が行

った大型バスによるミニ農旅ツアーに、東和作戦会議が

協力。ガイドとして菅野理事が同乗し案内を行いまし

た。開催当日会場内には、東和総合サービス公社がブー     

スを設置し、ミニ農旅ツアーの募集を行ったほか、「ツ

アー相談会」も実施しました。 

ミニ農旅ツアーには、同級会明けだという東和出身東

京在住の方を含め１４名が乗車。 

道の駅とうわを出発、谷内第二集落センターで金津流  丹

内獅子躍を鑑賞。丹内山神社小原宮司の案内で神社を参

拝、帰路は棚田ランの田園コースをたどり戻りました。

参加した皆さんは「獅子」と「アラハバキ神」が邪気を

祓ってくれた！とか、知っているつもりでも説明がある

とまた来たいと思う！などの感想が寄せられ好評でした 

 

ミニ農旅ツアーにガイド協力 

東和棚田のんびり Run に協力 

９月２２日午前７時３０分から東和温泉を発着点として開

催された東和棚田のんびり Run。農旅ワークショップから

派生したこのマラソン大会は、実行委員会、関係者の皆さ

んのガンバリにより、台風も吹き飛ばし大成功を収めまし

た。2 回目の今年は、募集予定の 100 人を超す 108 人がエ

ントリー。東和作戦会議では、参加者の募集作業、当日のエ

イド関係に協力し、成功に一役買いました。 

 

≪ランナーの皆さんの声≫ 

 

・棚田の風景が素晴らしい 

・東和はこんなに素晴らしかっ

たんだ。 

・エイドがおいしい！ 

・食べ過ぎて逆に体重が！ 

・楽しかった～♥ 

・沿道の応援温かかった～♥♥ 

スタート前の記念撮影 

ガンバって～～！！温かい声援 
エイドが楽しみ！    目玉おやじもいる 

走って行こうよ。どこまでも 

手作りの兜で 

歴史案内承った 

 

各所で地元ボランティアが大活躍 


